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1.論 文(原 著,総 説,報 告書等)
1)大野ゆう子,中	村隆,門 田守人,中 山博文,大 島明,津 熊秀明,
味木和喜子,左 近賢人,永 野浩昭,稲 邑清也,原 内一,堀 正二,
佐藤秀幸,佐 藤洋,森 田輝代,藤 本晴美,笠 原聡子,佐 伯有香,
辻本朋美,村 田加奈子,石 井豊恵,北 村有子,杉 山裕美,阪 倉
直子,山 野園子,柄 沢郁美,黒 川美由紀,雑 賀公美子,早 川友
理,安 間明日香(2001).長 期療養時代の保健医療福祉システ
ムの検討(2).塁PT、-D.
2)松浦弘幸,中	野正博,大 山達雄,大 野ゆう子,巌 佐庸,亀 高惟
倫,四 方義啓,長 倉俊明,前 田充浩(2001).生 命現象の数理
モデルの総合的研究 生命の数理的認識の原理と展開.堊 成
mA本 学術振臆会夫柬開柘単術研究椎准事業 ブイジ
ビ リテ ィ研 究 成 果報 告 書. 
3)Imai,A.,Teshima,T.,Ohno,Y.,Inoue,T.,Yamashita,'T., 
Mitsuhashi,N.,Hiraoka,M.,Sumi,M.andtheJapanese 
PCSWorkingGroup.(2001).TheFutureDemandforand
 
StructualProblemsofJapaneseRadiotherapy.In,in

ΩncΩ1劃 ユ,135-141.

4)手	島昭 樹,高 橋 豊,大 野 ゆ う子,井 上 俊 彦,平 岡 眞寛,山 下 孝,
三 橋 紀 夫,角 美 奈 子,日 〆本PCS作 業 部 会(2001).PCS:米 国
の 状況,方 法 論 と意 義 癌 の 臨 床.47(s).623-628.
5)杉	山裕 美,大 野 ゆ う子,手 島 昭 樹,高 橋 豊,井 上俊 彦,角 美 奈
子,池 田 恢,宇 野 隆,日 本PCS肺 が ん小 作 業 部 会(200D.PCS
と大 阪 府 地 域 が ん登 録 デー タ の比 較.癌 の 臨 床.47(8).637-
.-
6)Hatashi,M.,Teshima,T.,Tanisada,K.,Ohno,Y.,Inoue,T., 
Hiraoiia,M.,Yamashita,T.,Mitsuhashi,N.,Sumi,M.and 
theJapanesePCSWorkingGroup.(2001).Automatic
SearchfbrOptimalConditionsinClinicalStudies.ANユユニ
:¥:t':・
7)阿	曽洋 子,吉 田光 雄,平 井 富 弘,高 田 喜 代 子(2001).基 礎 看
護 技 術 の理 論 化 に関す る研 究 一 日常 生 活 の援 助技 術 に対 す る行
動 科 学 的 分析 一.堊 成 盥 成

(甚鰯 究(R))研 究 成果 報 告 書,1-54.

8)阿曽洋子,中 村裕美子,多 田羅浩三(2001).八 尾市における
寝たきり高齢者の実情一高齢者の友愛訪問による調査から一報
告盡,1-74.
9)阿曽洋子(2001).看	護過程 ・看護診断と臨床の場.難 
26(2),56-60.
10)阿 曽洋子(2001).新 卒者の臨床実践能力;教 育側からの問題
認識と対箪についての考え方.看 藷屐望.26(5),24-28.
11)阿 曽洋子(2001).体 圧分散.EBNLJRSING_1(3),8-13.
12)中 野智津子,阿 曽洋子,池 内佳子,黒 田公子,津 村潤子,吉
田正子(2001).新 卒看護婦の職場適応への縦断的研究.趣 亘
血一1一 
89.

13)大浦武彦,阿 曽洋子,近 藤喜代太郎,真 田弘美,志 渡晃一,
杉山みち子,徳 永恵子,西 村秋生,藤 井徹,前 川厚子,宮 地
良樹,村 山志津子,森 口隆彦(2001).褥 瘡治療 ・看護 ・介護 ・
介護機器の総合評価ならびに褥瘡予防に関する研究.堊 成皿
年度厘生労働省萇寿科単研究事業報告,1-158.
14)古賀輝美,阿 曽洋子,高 田喜代子,八 田かずよ(2001).褥
瘡の予防に対する ドレッシング材貼用の実態に関する調査.
丞村壅護教劃一51-61.
15)大 浦武彦,阿 曽洋子,近 藤喜代太郎,真 田弘美,志 渡晃一,
杉山みち子,徳 永恵子,西 村秋生,藤 井徹,前 川厚子,宮 地
良樹,村 山志津子,森 口隆彦(2001).褥 瘡危険要因とわかり
やすい褥瘡予防 ・治療ガイ ドライン.日 本醫事新報.4037, 
19-28.

2.学 会 発 表(抄 録,Proceeding) 
1)Ogasawara,C.,Kume,Y.,Andoh,M.(2001).FamilyPer-
ceptionofTerminalCaremBarriersinJapan.Inteロユ 二tiΩn-.
 
2)Ohno,Y.,Sugiyama,H.,Kasahara,S.,Oshima,A., 
Tsukuma,H.,Ajiki,W.(2001).THEDEVEROPMENTOF 
COMPUTERPROGRAMFORTHELONG-TEAMPROG-
NOSTICANALYSISOFLARYNXCANCERTREATED
W正THRADIOTHERAPYANDSURGERY.-Dg
4UL踉mL-nay洫LRad臘d一
3)大 野ゆ う子,中 村 隆,大 島 明,津 熊 秀 明(2001).ペ イ ズ 型Age-
Perio -Cohortモ デル に よ る 胃が ん 罹患 率 の分 析.且 杢 公 毅 
Fa::'ai,.::ロ バ ゐ 濫A濡 丶 ・ 
220.
 
4)Sugiyama,H.,Ohno,Y.,Teshima,T.,Inoue,T.,Murata,K.,
 
Thukuma,H.,Oshima,A.,Sumi,M.,Uno,T.,Ikeda,H.andJapa-
nesePCSWorkingSubgroupforLungCancer(2001).Tf-IE
 
COMPARISONOFRADIOTHERAPYRESULTBETWEEN
 
THEPATTERNSOFCARESTUDYANDREGIONALCAN-
CERREGISTRYSTUDYFORNON-SMAI.1.CELLLUNG

CANCERJb瓧Mee血94th-nd辷一
㎜
5)北 村有子,大 野ゆう子,杉 山裕美,柿 川房子,長 谷川敏彦
(2001).喉 頭がん手術後の生活障害マネジメント.医 療ヱ皐 
.."A 口 ・マ こや 、'ATt;.茄
ログラム ・杪録、.2(1).140.
6)安間明日香,大	野ゆう子,雑 賀公美子,中 井誠一,彼 末一之
(2001).神 戸市における気温と熱中症の関係について.且 杢
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生気象学会難誌(X40回R広 生気象単会大令特集).38(2). 
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7)安間明日香,大	野ゆう子,笠 原聡子,村 田加奈子,大 島明,津
熊秀明(2001).C型 肝炎ウイルス持続感染に伴う肝がん患
者数予測モデルの構築 と医療施策効果の検討.且 杢公毅衛生
懺 第6Ω回且杢公衆衛生堂会総会抄 一 一・i.
8)杉山裕美,大 野ゆう子,笠 原聡子,村 田加奈子,北 村有子,大
島明,津熊秀明,味木和喜子,長 谷川敏彦(2001).胃がん
患者 における長期生存率推計に関する研究」ヨ.杢公盤 雑
誌銘6Ω同Fl本 公衆鵆牛単全総合杪録集).4Aα0).216.
9)北村有子,大 野ゆう子,笠 原聡子,村 田加奈子,杉 山裕美,大
島明,津 熊秀明,味 木和喜子,長 谷川敏彦(2001).乳 がん
患者 における長期生存率推計に関する研究.且 杢公盤
誌鏤6Ω 同Fl本 公衆鵆生学会総会抄録集).48(10).217.
10)村 田加奈子,大	野ゆう子,中 村隆,長 谷川敏彦,松 本邦愛,
石原明子(2001).高 血圧のAge-Period-Cohort分 析と保
健医療情報との比較検討.且杢公一6Ω 回且杢公
衆鵆 生 単合 総 合 聿♪録 集).48(10).222.
11)黒川美由紀,大 野ゆう子,笠 原聡子,杉 山裕美,大 島明,津
熊秀明,味 木和喜子(2001).大 阪府における胃がんの治療
法の年次推移と予後実態に基づく療養支援のあり方の検討.
R本 公衆鵆生雑誌ぐ篤60同R水 公衆鵆牛学令総令杪録集)、48
(10)・523.
12)雑賀公美子,大 野ゆう子,笠 原聡子,杉 山裕美,大 島明,津
熊秀明,味 木和喜子(2001).大 阪府における肺がんの治療
法の年次推移 と予後実態に基づく療養支援のあり方の検討.
R本 公衆衝生雑誌(第60同 臼太公衆衝牛単癸総令杪録箪)-48 
(10).523.
13)早川友理,大 野ゆう子,笠 原聡子,杉 山裕美,北 村有子,大
島明,津 熊秀明(2001).大 阪府における喉頭がん治療の変
遷と医療 ・看護ニーズの検討.且 杢公一6Ω 回且
本公衆衛生単会総会抄録集).48(10).524.
14)柄沢郁美,大 野ゆう子,笠 原聡子(2001).慢 性透析療法に
おける自己管理状況とその影響因子の分析.且 杢公衆衛生雑
誌(籃6Ω 同日太〃ト衆衝牛単全総・会秒纔集)、48(10).545.
15)王霊芝,大 野ゆう子,笠 原聡子,中 村亜紀(2001).日 本と
中国の衛生指標比較.且杢公一6Ω1可 且杢公殲
生 学 会 総 全 杪 録 集)、48(10).908. 
16)Sugiyama,H.,Teshima,T.,OhngY.,Inoue,T.,.Takahashi,Y.,
 
Ohshirna,A.etal.(2001).ThePatternsofCareStudyand
 
RegionalCancerRegistryforNon-SmallCellLungCancer

血Japan.TheRadioloeicalSocietyofNorthlaMPriCa.221 
.r,228-229.
17)北村有子,大 野ゆう子,笠 原聡子,杉 山裕美,村 田加奈子,
大島明,津 熊秀明,味 木和喜子,長 谷川敏彦,柿 川房子
(2001).乳 がん治療による生活障害をかかえる患者数推計に
関する研究.篁21回 医療情報堂連 合大会誼文集530-531.
18)杉山裕美,大 野ゆう子,手 島昭樹,井 上俊彦,角 美奈子,池
田恢,宇 野隆(2001).非 小細胞肺がんにおけるPCSと 大阪
府地域がん登録との比較解析.且 杢放Y.ニlc 
..,84.
19)王霊芝,大 野ゆう子,笠 原聡子,中 村亜紀(2001).地 理 ・環
境情報を用いた日本 ・中国の疾病罹患傾向の分析.笛2L回 医
療楮報単モ車合大令言侖立套客,640-641.
20)萩 本明子,大 野ゆう子,堀 田法子(2001),マ ーケットバス
ケット法による入院小児服薬状況の分析.笙21回 医艫 堂
一,289-290.
21)安 間明日香,大 野ゆう子,雑 賀公美子,黒 川美由紀,早 川友
理,彼 末一之(2001)。 神戸市5年 間のデータに基づ く熱中症
発症における気候 ・環境要因の分析.笙21回 医療燈報堂連金
二麟,・532-533.
22)村 田加奈子,大 野ゆう子,笠 原聡子,雑 賀公美子,安 間明日
香,鈴 木一夫,長 谷川敏彦(2001).高 血圧症 ・脳血管疾患患
者数推計のためのモデル構築.箆21・ 黜 嵩AA拾 
524-525.

23)石 井豊恵,大 野ゆう子,笠 原聡子,平 河勝美,中 村亜紀,北
村有子,稲 邑清也,原 内一,藤 本春美,森 田輝代,門 田守人,
左近賢人(2001).業 務分析における階層モデル導入の可能性
について:看 護業務を例として.籃21回 医盤 連合大会
晝罅526-527.
24)柿川房子,石 川睦弓,渋 谷優子,村 田千代,大 野ゆう子,鈴
木志津枝,住 吉蝶子,皆 川智子,安 川文朗,長 谷川敏彦(2001).
がん診療における障害マネジメント.疾療マネジメント単全雑
ロ マ の'齢A'ハ 一゜ ・ ・
2(1)・139.
25)石 井豊恵,大 野ゆう子,笠 原聡子,北 村有子,中 村亜紀,平
河勝美(2001)。 患者状態の記述に関する研究一業務負荷解析
の立場から一。笙,2回一,49-50.
26)中 村亜紀,大 野ゆう子,笠 原聡子,石 井豊恵,稲 邑滔也,原
内一,藤 本春美,森 田輝代,門 田守人,左 近賢人(2001).病
院システム変革(1998-2000)に 伴う業務量変化の検討.笙
2回 看誇悋報研究会論立嚢き,47。48。
27)石 井豊恵,大 野ゆう子,中 村亜紀,笠 原聡子,稲 邑清也,原
内一,平 河勝美,森 田輝代(2001).経 験年数、職階による看護
婦の病棟業務比較.…..公 衆衝生雑誌.48(10),870.
28)沼 崎穂高,原 内一,大 食保彦,石 井豊恵,笠 原聡子,門 田守
人,左 近賢人,坂 東昌子,大 野ゆう子,稲 邑清也(2001).医
療スタッフのワークフロー分析のための時間因子と行動内容に
よる業務分類法.一 
Isti12p1.3),188-191.
 
29)Aso,Y.,Takada,K.,Tanaka,Y.,Itakura,1.(2001).
 
BehaviorelScienceAnalysisConcernigChangingPosition

TechnologyofLateralPositionfromDosalPosition,血	血
InternationNl】rsineResearchConference.
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30)阿 曽洋 子(2001).看 護 基 礎 教 育 にお け るエ ビデ ン スの 活 用.
B一 μ 矚 集 会, 
31)Machiura,M.,Aso,Y.(2001).Mothers'Self-Reportsof 
AwarenessofBecomingaMotherandFeelingsAbout

CaringforChildren,Fit】rthInternationNursingResearch
cΩ血ence.
32)柏 井喜代子,阿 曽洋子,高 岡寿江(2001).褥 瘡予防目的で
用いるドレッシング材使用時における患者説明の実態調査.
Fi7隣辱瘡学会言志.3(2.).
33)高 岡寿江,阿 曽洋子,柏 井喜代子(2001).看 護者の褥瘡予
防に対する認識と行動,目 本褥瘡学全誌.3(2).
34)鈴木典子,阿 曽洋子(2001).在 宅寝たきり高齢者の介護者
の将来展望観 と介護型 竟要因との関連からみた看護者の役割.
箪22同R太 看譁単合一蜘域看誇一.
35)細見明代,阿 曽洋子,矢 野祐美子,新 田紀枝,前 畑夏子,宮
嶋正子(2001),長 期臥床高齢者の側臥位への体位変換が循
環器系に及ぼす影響.第9同 看講人闘丁単部会.
36)間 宮良江,阿 曽洋子(2001).在 宅要介護高齢者の保健福祉
サービス利用状況に関する葺因の検討.R本 公衆鵆牛難誌.
4踟.
37)中村裕美子,阿 曽洋子,多 田羅浩三(2001).要 介護高齢者
のADLの 推移からみた看護援助のあり方,且 杢公蟹
誌劃.
38)板 倉勲子,阿 曽洋子,高 田喜代子,古 賀輝美(2001).臥 床
状態での排泄体位 と便器の選択に対する世代間比較一若年者
と高齢者の身体負荷と感覚一.第21同R太 看誇秘学学令学術
集会.
39)木 村静,阿 曽洋子,高 田喜代子,片 山恵,細 見明代,新 田紀
枝(2001).フ ァゥラー位におけるヘッドアップ角度が身体 ・
精神面の安全 ・安楽に及ぼす影響.笙2工 回且一 会
堂 術隻会.
40)中 村裕美子,阿 曽洋子(2001).要 介護高齢者のQOLに 影
響を及ぼす要因に関する研究 第21同R太 看講糾挙学会学術
集会.
41)片 山恵,阿 曽洋子,高 田喜代子,木 村静,細 見明代,新 田紀
枝(2001).高 齢者の仙骨部褥瘡発生 と皮下脂肪厚 との関連
性 第趾 回且杢攤 堂堂会堂術集会.
42)久 米弥寿子,小 笠原知枝(2001).ロ ールプレイング演習に
おける看護学生のコミュニケーション技術に対する自己 ・他
者評価に関連する要因,第21同R本 看講科単学全學術集令講
演集,108.
43)笠 原聡子,大 野ゆう子,村 田加奈子,杉 山裕美,北 村有子,
大島明,津 熊秀明,味 木和喜子,長 谷川敏彦(2001).直 腸が
ん患者における長期生存率推計に関する研究 且杢公鍛衛生
雑誌鐙6q回 日本公衆衝生学会総会抄録集).48(10).216.
44)笠 原聡子,大 野ゆう子,北 村有子,杉 山裕美,村 田加奈子,
大島明,津 熊秀明,味 木和喜子,長 谷川敏彦,柿 川房子(2001).
直腸がん術後に機能障害を抱えて生活する患者の長期予後と
一45一
患者数推計.笙21回 医療情報堂連:.会 論文集,518-519.
3.研 究助成
1)大野ゆう子(代表),稲	邑清也,武 田裕,高 橋隆,井 上俊彦,門
田守人,木 村通男,山 口直人,小 山和1申(2001).パ ス解析によ
る病院運営合理化の研究一タイムスタディおよび治療法選択過
程をもとにして一.文 部省一 助金,基 盤研究(B).
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になることに対する態度の関係,笙9同 円本小児看講学会,神
戸.
33)高 木智美、楢木野裕美、鈴木敦子他(2001).入 院中の幼児後
期の子どもの遊びについての思い、第9回 且杢讎 会,
神戸.
34)鎌 由佳奈美、楢木野裕美、鈴木敦子他(2001).乳 児前期の子
どもをもつ母親の人的サポー トに対する思い,第21回R木 科学
堂会r=_会,神 戸.
35)炭 原加代 ∫濱田広子,原 口範子 弖西村明子,中 嶋有加里,山
口雅子,山 地建二(2001).妊 娠か ら産褥にかけての食生活の
変化.篁42同A本 母性鵆岸単套
36)山 口雅子,林 口裕美,申 井芙,徐 智恵(2001).大 学生の妊婦ス
ポーツに関する意識._一,o日 太母件衝牛学全
37)山 口雅子,中 井芙,林 口裕美(2001).ス ポーツ習慣の獲得 一
!大学生の生涯スポー ツ参加を規定する要因 一v:護
学会 成人看講H 
38)Nakajima,Y.(2001).Influenceofcardrivingduringpreg-
nanCyOnUterineCOntraCtiOn.Fot】rthInternationalNt】rs-
ineResearchConference.
39)中 嶋有加里,西 村明子,山 口雅子,炭 原加代,山 地建二,村
田雄二(2001).マ タニティ・ドライビングにおけるシー トペル
ト着用に関する研究(第2報)一 シー トベル ト着用の問題点と
妊婦か らの要望一.m回 上L杢母性衛生学会.
40)西 村明子,中 鳴有加里,山 口雅子,炭 原加代,山 地建二
(2001).タ イ王国シリラー ト病院における分娩介助時の助産
婦の安全と医療の質保障 一HIV陽 性産婦の分娩介助時感染
管理 一.笙42同R太 母性鵆生単合.
41)高 坂美和,田 篭阿希子,中 井芙,林 口裕美,西 村明子,中 嶋
有加里,炭 原加代,山 口雅子,山 地建二(2001).更 年期症状と
スポーツ習慣に関する研究.m同 円本母性鵆律学会.
42)柳 川真理,西 村明子,中 嶋有加里,炭 原加代,山 口雅子,山
地建二(2001).祖 母による母親へのサポー トとこれからの周産
期教育(第1報)一 娘が認知 ・評価する実母 ・義母との関係 と
サポー ト授受一.m同 臼本母性衛牛学合.
43)柳 川真理,西 村明子,中 嶋有加里,炭 原加代,山 口雅子,山
地建二(2001).祖 母による母親へのサポー トとこれか らの周産
期教育(第2報)一 妊娠 ・出産 ・育児に関する考え方と祖父母
教育の意義についての娘と実母の認知の比較一._-1且 杢
母性衛生堂 会.
4,研 究助成
1)蝦名美智子(代 表)、鈴木敦子、楢木野裕美他(2001).検	査 ・手
術を受ける子どもへのイ ンフォーム ドコンセントー看護の実態
とケアモデルの構築一、文部省科学研究簪,基 盤研究B.
2)楢木野裕美(代表)、鈴木敦子、上野昌江他(2001).歪	んだ親
子関係の世代間伝達を克服するための要因の解明とその育
児支援の探究、文部省科学研究簪,基 盤研究C.
3)中嶋有加里(2001).妊	婦の自動車運転の安全性に関する研
究 一 ドライビングシミュレータを用いた室内実験システム
による検討一.文 部省科単研究曹,奨 励研究(A).
成人 ・老人看護学講座
1.論 文(原 著,維 説,報 告書等)
1)江川隆子,神谷千鶴,大徳真珠子(2001).透 析患者に対する看
護ケアに関する研究の動向;自 己管理行動に関する研究へ
のいざない.一.rT-r',...
2)三島明子,神 谷千鶴,今 井雪香,江 川隆子(2001).慢	性血液透
析患者のセルフエフィカシーと自己管理の関係.且杢豎丕全
壅讖 晝志」鈍2),56-62.
3)神谷千鶴,三 島明子,今 井雪香,江 川隆子(2001).慢 性血液透
析患者の健康行動に対するセルフエフィカシーと患者属性
との関連.日 本腎不全看講単会誌鋤,63-65.
4)笠岡和子,竹 之内須賀子,藤 原正恵,山 本洋子,今 井雪香,江
川隆子(2001)看 護診断のネーミングプロセスを検討する第
1回 観察(情報収集)プロセスの検討一.かんごきろく.11(6、,41-
53.

5)笠岡和子,竹 之内須賀子,藤 原正恵,山 本洋子,今 井雪香,江
川隆子(2001)。看護診断のネーミングプロセスを検討する 一
第2回 情報の整理 ・解釈 ・総合 一.かんごき鼠 血,73-
84.

6)笠岡和子,竹	之内須賀子,藤 原正恵,山 本洋子,今 井雪香,江
川隆子(2001).看 護診断のネーミングプロセスを検討する 一
笙3,回燈一 照金二か五懲 ユ雌(投
稿中).
7)荻野敏(2001).慢	性的なかぜ症状を訴える例への対応.且 杢
醫皇新報 幽,111-112.
8)福録恵子,荻 野敏(2001)通 年性アレルギー性鼻炎患者のQO
L:SF-36を 用いて.ヱ レル主二孅,385-393.
9)荻野敏(2001).ス	ギ花粉症以外の花粉症.…O,_
ヨ三二二」ユD,64-65.
10)荻野敏,入 船盛弘,坂 口喜清,竹 田真理子,馬 場謙治,福
録恵子,主 宅陽 孔 原田隆雄(2001).ア レルギー性鼻炎患者
におけるQOL(第4法)一 スギ花粉飛散量とQOL-.旦
Ir'?i{icユ ユ,773-777.
11)荻 野敏(2001).Oralallergysyndrome(口 腔アレルギ7症
頑彦ミ君羊).盥 亘劃 ≧),117-120.
12)荻 野敏(2001),ア レルギー性鼻炎の診断.臨1攤嶷 
,20(5),476-479.
13)荻 野敏(2001).鼻 アレルギーの検査法ABC[第1回 皮膚
,・
テス ト].蟲 アレルギーフロンティア」ω,40-45.
14)荻 野敏(2001).ア スピリン喘息と鼻茸.ヱL匠 二の臨e. 
5,479-482.
15)荻 野敏(2001).鼻 アレルギーと抗アレルギー薬.ヱ 胚
免疫 洫,741-746.
16)荻 野敏(2001).ア レルギー性鼻炎とステロイ ド薬局所療法. 
PTMVo111.12(lll.
17)荻 野敏(2001).秋 の咽頭掻痒 と慢性咳嗽.且 攤.
4Ω48.,108-109。
18)荻野敏,荻 野仁,馬 場謙治,金 田重人(2001).ス ギ花粉症自己
診断例のアレルゲン陽性率.耳 梟臨床94(12)・1073-1078.
19)穂 永美恵子,荻 野敏,立 石玉樹,福 ろく録恵子,榎 本雅夫
(2001).ア レルギー性鼻炎患者の家庭内における環境対策
(Derl,Der2量).PropMed,21,2889-2894.
20)城 戸良弘、今井奈妙、大植雅之、関本貢嗣(2001).直 腸癌患
者のQOL評 価._;:1¥:..6(2),16-22.
21)今 井奈妙,城 戸良弘(2001).低 位前方切除 ・前方切除術を受
けた大腸癌患者のQuolityofLife(QOL)～ 排便機能障害と
QUIK-Rの 関連～.目 本看講科学会誌.21ぐ3),1-10.
22)大 川明子、城戸良弘(2001).術 前がん患者の感情に影響する
要因に関する研究一知覚された支援ネッ トワークとHLOCに
焦点をあてて一.目 本看誇科学会誌.21(3),21-29.
23)奥 宮暁子(2001).リ ハビリテーション看護における障害の概
念.石 鍋圭子、野々村典子編、1)ハビリテーシaン 潛譁研究1
1丶 η 一一ご'臨 、 β一15.医歯薬出版. 
24)Makimoto,M.,Iida,Y.,Hayashi,M.,Takasaki,F.(2001).
 
Responsebiasbyneuroblastomascreeningparticipation
 
statusandsocialdesirabilitybiasinananonymouspostal

survey.Jol】malofEDIde面ologv.1L70-73.Ishikawa,Ja-
pan.

25)牧 本 清 子(2001).病 院 感 染 対 策 の ア ウ トカ ム 志 向.工 ∠Zエ
こ 、 コ 、 一 皿60-64 . 
26)RobertL.Anders,Kawano,M.,Mori,C.,Kokusho,H.,
 
Tolcunaga,1.(2001).Assessmentofinpatienttreatmentof
 
patientswithschizophreniainJapan:Implicationsfor

practice.ArchivesofPsvchia価cN聖】rsine.5(6).265-271.
27)上 原淳子,奥 宮暁子監修(2001).か らだの機能 と機能障害のし
くみ意識障害、齟 劃,31-36.
28)黄 田美香、奥宮暁子監修(2001).か らだの機能 と機能障害のし
くみ 内分泌機能の障害、二弛 ユ啣,31-36.
29)井 上智恵,奥 宮暁子監修(2001).か らだの機能と機能障害
のしくみ.体 液の調節障害,プ チナース.10(9),31-36.
2.単 行本(著 書,翻 訳本)
1)荻野敏(2001).喘 息 と鼻茸.森 田寛,他 編,ア レルギーナビゲー
夂二(PP66-67).東 京:メディカル レビュー社.
2)荻野敏(2001).花	粉症.女 性内科一産婦人科医はどこまで対応
するか一.産 婦人科診療82(pp.1038-1042).大 阪:永井書
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店.
3)荻	野 敏(2001).鼻 ア レル ギ ー のQOL.石 川 哮 、他 編,CLI
ENT2]魚 痔 ア レル ギ ー 疾 慮(pp.189-195).東 京:中 山 書 店 .
4)荻	野 敏(2001).鼻 ポ リー プ 宮 地 良樹,岡 本 美 孝,高 村 悦 子 編, 
丶'"・(pp157) .東 京:メ デ ィ カル レ一
°
ビュー 社.'
5)荻 野 敏(2001).鼻 ・口腔 ・咽 頭 部,フ ィ ジ カル アセ ス メ ン トの
た め の解 剖 ・生 理 学 事 典.臨 牀 看 誨27(13)(pp1925-1932).東
京:へ るす 出 版.
6)奥 宮 暁 子,後 閖 容 子,坂 田 三 允編(2001).痴 呆 様 症 状 の あ る 人 の
在 宅 ケ ア,-siG-,rT・r.(pp全160).中 央 法
規 出版.
7)奥 宮 暁 子(2001).リ ハ ビ リテ ー シ ョ ン 看 護 の 歴 史 的 分 析.石
鍋 圭 子,野 々 村 典 子,奥 宮 暁 子,宮 腰 由紀 子 編,蜷 二
.シ雌 門 看護AユL-U'7.二 二 ・9一 ミ'・ 一 ・
鯉(pp5-19)_医 歯 薬 出 版.
8)奥 宮 暁子(2001).睡 眠 と健 康(pp108-120).後 閑 容子.蝦 名 美 智
子 編.ca'-F'-u版.廣 川 書 店.
9)奥 宮 暁子,後 閑 容 子,坂 田三 允 編(2001).医 療 処 置 を必 要 とす る
人 の在 宅 ケ ア.こ1-"出 ∠(pp160).中 央 法 規
出版.
10)奥 宮 暁 子(2001).訪 問看 護,'亀 マ ー 一 昔
涌信教育テキス ト 第 ヱ巻(PP172-177).テ クノコミュニ
ケーションズ.
11)奥宮暁子(2001).セ ルフケア,小 松美穂子,奥 宮暁子、前田
和子,巻 田ふき著,人 聞理鯉鉱 めの看護」的ヱコh二 壬
(pp67-120).医 学書院.
12)奥宮暁子,宮 腰由紀子、金城利雄編(2001).i丶 齒'1-一 こ
一(pp110).医 歯薬出版.
13)牧本清子(2001).看 護にクリティカルシンキングが必要なわ
け(pp11-22),映 画で学ぶ クリティカルシンキ ング
(PP47-54),看 護過程とクリティカルシンキングの活用法
(pp65-68),ク リティカルシンキングを育成する教育方法
(pp81-93),病 院をあげてのシステム作 り一シア トルの退役軍
人の病院での事例(pp125-128),ク リティカルシンキングの
技術 ・能力の測定方法を知ろう(pp129-134),Evidence-
basedMedicine(EBM、 根拠に基づ く医療)と クリティカ
ルシンキング(pp135-142),野 地有子,牧 本清子編,楽Lく
'ミi一 こ、 、 ° ヴ φ,
1こ.広川書店 、'
14)升谷英子(2001).が んの手術療法における看護診断,日 野原重
明監修.ナ ーシンヴマニ コアル筑1篶.が ん看誇マニュアル 
■

(pp97-100).学 習研究社.
15)升谷英子(2001).リ ハビリテーションの視点からみた看護診
断,日 野原重明監修A一 こ'マ ニiん 看護
ヱニュヱ ル(pp276-279).学 習研究社.
3.学 会 発 表(抄 録,Proceeding》
.・
大阪大学看護学雑誌Vo1.8No.1(2002)
1)江川隆子(2001).ナ	ースのエンパワーメント.第8同 円本看誨 ・
籵令 ・政策学・会学術輿会 。
2)江川隆子(2001).腎	不全看護領域における看護の役割一看護診
断と介入 ・成果 一.籃4昼同円.:析 疾単単全学術樊会.
3)藤原優子,江 川隆子(2001).看	護職者のフットケア介入が糖尿
病患者の自己管理行動 に及ぼす効果.第 昼回且杢糖」灘
護堂会,岡 山.
4)荻野敏(2001).ア	レルギー性鼻炎とQOLに ついて.D
網蟲アレルギー関遺疾嶺研究・会.,
5)荻野敏(2001).ア	レルギー疾患治療の展望.第7同 アレルギー
週i=4,_・<会.
6)荻野敏(2001).ス	ギ花粉症以外の花粉症.篁]£ 回且遡
喉科免癖アレルギー学会.
7)荻野敏(2001).ア	レルギー疾患のQOL-QOLを 目標にした
各診療科での実践.笙 」噬回且杢ヱー 会.
8)荻野敏(2001)。QOLか	らみたアレルギー性鼻炎.齟 回査皿
アレルギー研究会.
9)荻野敏、福田郁、福録恵子、高橋桜子、荻野仁、馬場謙治、金
田重人(2001).ス ギ花粉症と自己診断している患者299名 のC
AP-RAST成 績.籃4ヱ 回臨床アレルギー研究会,(関 西).
10)荻野敏、奥田稔(2001).鼻 アレルギーにおける昆虫の関与一
第2報 昆虫による鼻症状.m回 且杢耳孅 陛 会縊 会.
11)荻野敏、榎本雅夫、和田光雄(2001).ア レルギー性鼻炎患者
の家庭内におけるダニアレルゲン量.篁6a
堂会.
12)荻野敏、荻野仁、馬場謙治、金田重人(2001).ス ギ花粉症と自
己診断している患者299名 のCAP-RAST成績.…一.a
耳_.Ij」喉科臨床学会.
13)荻 野敏、入船盛弘、竹田真理子(2001).ス ギ花粉症における
QOL(第4報)花 粉飛散量 との関連.笙4(1回 且杢廻 堂会
r,_演 会.
14)北村嘉章、石川留美、福井裕行、荻野敏、武田憲昭(2001).生
理活性物質のヒスタミンH1レ セプターmRNA発 現に対す
る影響.第14Ω.同R本 昆科学会単術講瀋会.
15)荻野敏、馬場謙治、入船盛弘(2001).ス ギ花粉症と自己診断
している患者299名 のCAP-RAST成績.箪 矼 回且杢ヱ
レルギー学・会総会.
16)荻野敏、穂永美恵子、福録恵子、長野拓三、榎本雅夫、和田
光雄(2001).ア レルギー性鼻炎患者の家庭内における環境汚染
(Der1,Der2量).鑑 凱 同目本アレルギー学会総会,
17)福録恵子、荻野敏、馬場謙治、入船盛弘、竹田真理子、瀬尾
律(2001).ア レルギー性鼻炎におけるQOL:SF-36サマ
の
リー ス コ ア を用 い て.鑑 凱 同 口本 ア レ ルギ ー 単 全 総 癸. 
18)Fukuroku,K.,Ogino,S.,Miyake,Y.,Harada,T.(2001).Qual-
ityoflifeinpatientswithperennialallergicrhinitis,using
 
theJapaneseversionoftheSF-36healthstatusquestion-
naire.正 一 。 
19)Fukuroku,K.,Ogino,S.,Nagano,T.,Harada,T.(2001). 
QualityoflifeinPatientswithatopicdermatitisusingthe
 
JapaneseversionoftheSF-36healthstatusquestionnaire.
一
QualityofLifeReseach.
20)大 川明子,城 戸良弘(2000).術前がん患者の感情に影響する
心理的要因に関する研究一知覚された支援ネットワークと
HL6Cに 焦点をあてて一.第20同R本 看誇科学単令学術樊
会.東 京.
21)神 崎初美,城 戸良弘(2001).胃 切除を受ける早期胃癌患者に
認知行動療法を活かした介入研究一ノート記述と面接を行った
効果一.第21同R本 看誇蔵犖単令単術集会.神 戸.
22)野 々村 典 子,土 屋 陽 子,小 林 幸 子,石 鍋 圭 子,山 田 京子,斎 藤 み
ち よ,奥 宮 暁 子,宮 腰 由紀 子,川 波 公 香,穂 積 恵 子(2001).リ ハ
ビ リテー シ ョン看 護 活動 の分 析 一 ベ テ ラ ンナ ー ス に よる看 護 場
面 一 、幽篁28回 日本 看 誇 研 究 単 全.金 沢. 
23)Tsuboi,Y.,Hirao,M.,Satou,K.,Okumiya,A.,Ishikawa,
 
F.(2001).ContentoftheDiscussionsoftheNursingEdu-
cationCounciloftheOccupiedPowersFourthInterna-
tionalNursineResearchConfPrence.Mie.

24)Okumiya,AりIshikawa,1㍉Tsuboi,Y.,Hirao,M。,Satou,K. 
(2001).EstablishingaModelNursingCurriculum:Studyof 
MaterialsduringU.S.OccupationinJapan.ForrhTner-
na亘 ΩnaLN-Mie.
25)奥 宮暁子,中 村正,松 澤佑次(2001).知 的障害者施設利用者の
肥満に関する研究(第一報).籃22回 且杢肥満堂会.前 橋 。
26)石 鍋圭子,野 々村典子,宮 腰由紀子,奥 宮暁子,石 川ふみよ,川
波公香,穂積恵子(2001)。リハビリテーション看護の1・ 機能に
っいての認識一看護管理者とスタッフ看護婦および他専門職との
比較一.笙 」匿 翩 り 一一ご'齡 ユ大分.
27)牧 本清 子(2001).看 護 研究 にお け る疫 学研 究 の 可能 性.疫 学研 究
を取 り入 れ た 学 際研 究 の推 進.第 且 回 且 杢 疫 堂堂 会.筑 波. 
28)Makimoto,M.(2001).Whatnursescandoinarapidlyag-
ingsociety?_Nursingcareandresearchissues.Elderly
 
HealthCare.Seoul,Korea.

29)牧 本 清 子(2001).新 しい 時 代 に お け る 看 護 研 究 の 方 略 一 日
米 の 看 護研 究 比 較 を とお して 一.籃27同A本 看 誇 研 究 学会.金
沢. 
30)Maldmoto,K.(2001).PostprandialGlucoseandInsulin 
MeasurementsinYoungJapaneseWomen:Reproducibil-
ityoftheMeasurementsJananAcademvofN1】rsineSci一
P.hCP.FirthInternationalN1】rsingResearchConference. 
Mie.

31)泉 キヨ子、牧本清子、加藤真由美、細川淳子、平松知子
(2 01).入 院高齢者の転倒 予測に関するアセスメントッール
の評価.第 ヱ1同 日本看譁科学学会.神 戸.
32)吉 野悦子,浜 畑利美江,京 極多歌子,三 木充典,寺 師榮,太 田純
子,河 村葉子(2001).プ レホスピタルケアにおける看護婦の役
割と専門性にっいて一ドクターカー同乗看護婦の行動マニュア
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ルの作成一.篁3.同 一 〉.急看講単会.
33)永 谷依子,太 田純子,三 木充典,寺 師榮,河 村葉子,高 橋章子
(2001).過 酸化水素水による口腔ケアの有用性の検討一イソジ
ンガーグルと比較して一.一:・v近 畿救急医堂班究会.
34)村 松洋次郎、今井雪香、江川隆子(2001).小 児期発症1型 糖尿
病患者の発達課題における問題 とその対処～思春期・青年期を
迎えた2事 例を通しての考察～、籃6回 且杢捌 難 護
堂会.
35)黄 田美香モ田中京子、小島操子(2001)。 緩和ケア病棟で終末
期がん患者を抱える家族のニー ドと看護婦が認識する家族の
こ广ドの比較.篁 蛭 同R太 がん看誇学会学術集全.横 浜.
4.研 究助成
1)江川隆子(代表),荻野敏,奥	宮暁子,宮 川潤一郎,今 井雪香,上 原
淳子他(2001).糖 尿病性神経 ・血管合併症に関する新しい看護
診断指標の地域間較差の研究.平 成13-16年 度科学研究曹補助
金,基 盤研究(B).
2)坪 井良子、平尾真知子,奥	宮暁子、石川ふみよ、佐藤公篆子
(2001).占 領期における日本の看護政策に関する基礎的研究,堊
成12年 摩文部省科学研究,基 盤研究(C)(2).課 題番号 
12672266.
3)國生拓子(2001).精 神科入院患者のQOLお よびケアの満足度調
査に基づくクリティカル ・パスの開発.立 部省科学研究簪,奨 励
研究A.
4)升 谷英子(2001).食	道がん手術患者のインフォーム ドゴンセ
ン トに関する研究.堊 成」3奎度文艷 旺究費r症 励研究 
A.

5)河村葉子(2001).急	性期の場におけるターミナルケアのあり
方.平 成13年 度文部省科学研究費,奨 励研究A.
6)黄田美香(2001).一 般病院 ・病棟で終末期がん患者を抱える
配偶者のニー ドに関する研究一患者死亡前～後の面接を通して
一.堊成」匿一 費、奨励研究A. 
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1.論 文(鼠 著,総 説,報 告 書 等) 
1)Toda,M.,Morimoto,K.,Fukuda,S.,Hayakawa,K.(2001).
 
Lifestyleandsalinesecretionfactors.F.nvironmPntal
 
HealthandPreventiveMedicine.5(2),123-130.
 
2)Toda,M.,Morimoto,K.,Nakamura,S.,Hayakawa,K.(2001).

Dailylifestylesand.anti-mutagenicityofsaliva.F.nviron一 
mentalHealthandPreventiveMedicine.5(4),221-225.
 
3)Toda,M.,Moriinoto,K.,Nakamura,S.,Hawakawa,K.
 
(2001).Afurthernoteonthesamplingdeviceforthe
 
anti-mutagenicityofsaliva.FnvironmPntalHealthand

PreventlveMedlclne、5で5),301-306. 
4)Hayakawa,K.,Shiinizu,T.,etal.(2001).Gerontologicalco-
hortstudyonagingtwins:OsakaUniversity'lbvinregis一
try.

5)早 川和 生,加 納 佳 代 子(2001).様 々 な 分 野 で 活 躍 す る 看護 職.
R2贈 書蓴石耳究 単令1雑言志.24(2).63. 
6)Martin,N.,Hayakawa,K.,etal.(2001).Twinresearchas
 
apowerfulgeneticstudymethod:Internationaltwinreg-
istry,Naturereviews:Genetics3(2)-Lnprint.

7)早川和生,尾ノ井美由紀,加藤憲司(2001).双 子老人2 ,500
組の比較からみた生活行動 ライフスタイルが精神老人に関
与する影響の研究.笙 迦 ニル財団班究助成報告
畫 。 
8)Masuo,K.,Mikami,H.,Ogihara,T.,Tuck,ML.(2001).Dif-
ferencesinmechanismsbetweenweightloss-sensitive
 
and-resistantbloodpressurereductioninobesesub-
jects.HセnerterlsRe9,24,371-376. 
9)lvlasuo,K.,Nfikami,H.,Ogihara,T.,'1/ick,ML..(2001).Weight 
reductionandpharmacologictreatmentinobese 
hypertensives.AmJHvnPrtens.14,530-538. 
10)Masuo,K.,Mikami,H.,Ogihara,T.,Tuck,ML.(2001).Fa-
milialobesity,sympatheticactivationandbloodpressure 
level.BloodPrPSSUre.inpress.
11)M臼suqK,MikamiH,Ogihara,T.,T/i(k,ML.(2001).1)rug-free 
waytodrophighbloodpressure:cutcalories,addexercise 
AmericanHeatassociation,-09/24/2001 .
12)尾 ノ井 美 由紀,小 林 京 子,伊 藤 美樹 子,三 上 洋(2000).介 護
保 険施 行 半年 後 の在 宅 サ ー ビス 利 用 率 とそ れ に 関 す る 要 因 一
癌 化 学 療 法.攤]2回_日 杢 在 宅 医 療 破 理会堂 術 集 会 、 
SunnlPmPnt_ 
13)lto,M.,Kumagai,T.,Yamazald,Y.,Seldjima,K.etal.
 
(2001).Long-termprognosisofpatientswithWest
 
SyndromeinJapan:Medicalaspects.Brain&Develon-

mend,692-694.ELESEVIER.
14)三 上 洋 、 舛 尾 和 子 、 荻 原 俊 男(2001).高 血 圧 の発 症 をめ
ぐる諸 因子 の経 時 的変 化.血 圧 眦76-79.
15)三 上 洋(2001).降 圧 薬 中止 後 の 正 常 血 圧 維 持 の 予 測 因 子.
血圧.8(5).438-439.
16)三 上 洋(2001).リ ・ス ク フ ァク タ ー と して の加 齢 と降圧 治療. 
_..-150 .
17)三 上 洋(2001).精 神 的 ・心 理 的 社 会 的 因 子 と高 血圧.血 圧8
.:::・
18)三 上 洋(2001).肥 満 高 血圧 患者 の減 量 と降圧 薬 療 法 。血圧
8皿_1022-1023.
19 三 上 洋,伊 藤 美 樹子,尾 ノ井 美 由 紀,小 林 京 子,林 知 里
(2001).抛 二
上 調 査 ・:,・.
2.学 会発表(抄 録,Proceeding)
1)尾ノ井美由紀,角	紗綾果,斯 琴,早 川和生(2001).在 日中国
人の健康意識の生活習慣(第1報)H市 における健康ニーズ
一51一
大阪大学看護学雑誌Vo1・8No・1(2002)
実態調査.且 杢地域看護堂会」薀4回_堂 術隻会謐演集 ▲
広島. 
2)Onoi,M.>Sumi,S.,Si,Q.,Hayakawa,K.(2001).Lifestyle
 
andHealthConsciousnessAmongTheChineseImmi-
grantsResidinginOsaka-Prefecture.

一.Mie.
3)斯	琴,早 川 和 生,尾 ノ井 美 由紀(2001).内 モ ン ゴル にお け
る地 域看 護 上 の課 題.籃6Ω 同 目本公 衆鵆 生 単 会.香 川.
4)角	紗 綾 果,尾 ノ 井 美 由紀,斯 琴,早 川 和 生(2001).在 日 中国
人 の 健康 意 識 の 生 活 習慣(第2報)飲 酒 状 況 と意 識 に関 す る
実 態 調 査.且 杢 地 域 看 護 堂 会_籃4同 学 術 集 全 講 演 集 、
広 島.
5)林美 貴 子,尾 ノ井 美 由紀,北 野 淑 恵,吉 村 花 織,早 川 和 生
(2001).20代在 職 者 が 多 く従 事 内 容 が多 く多 岐 にわ た る企 業
の健 診 デ ー タ の分 析.笙6Ω 同 日水 公 衆 衝 牛 学 会.香 川.
6)晦a皿atsu,N.,Nakano,T.,Hayakawa,K.(2001).Thechar-
acteristicsofcognitiveprocessinstress.amongpatients
withessentialhypertention.国際 高 血 圧学 会,大 阪. 
7)Miyamatsu,N.,Iku,S.,Hayakawa,K(2001).Stress-asso-
ciatedfactorscharacteristicstonursingcollegestudents
 
withhighstressresponse.IntPrnatibnalConfPrPncPof

膃. 
8Miyamatsu,N.,Iku,S.,Hayakawa,K(2001).Effortofau-
togernctrainingonstressprocessamongnursingcollege
 
studentswithhighstressresponse.InternationalCon-
ferenceofJAMS.

9)文 鐘 聲,早	川 和 生(2001).在 日朝 鮮 人 にお け るHelicobacter
pylori感 染 の疫 学 的 研 究.第16q同 円本 公 衆 衛 崖 学 会.香 川.
10)尾 ノ井 美 由紀,小 林 京 子,伊 藤 美 樹 子,三 上 洋(2001).介 護
保 険 施行 半年 後 の在宅 サー ビ ス利 用 率 とそれ に関 す る 要 因.籃
12・ 山 しA濫 ∠A.大 阪. 
11)Ebe,T.,Shirai,F.,Takashima,M.,Dohi,Y.(2001).Poorph-
agocytosis"ofStaphylococcusepidermidisonpoly-
morphonuclearleukocytes.1hInternionlongres

oflmmlmolo解.79. 
12)Shim,R,Kawaguchi,M.,Dohi,Y.(2001).Peripheralpoly-
morphonuclearleukocytesrespondedtoluteinizinghor-
mone.11血 血terna並 ΩnaL(一.100.
13)江 部 知子,白 井 文 恵,高 島 真 美,土 肥 義 胤(2001).Staphy-
1㏄ ㏄cusepidermidisが 菌 血 症 を起 こす 原 因 の追 求,m
回 且 杢 細 菌瞠 会 関西 支 部 総 会.22.
14)土 肥 義胤,白 井 文 恵(2001).末 梢 血 単球 内 にお け るBCG菌 増
殖 性 に対 す る外 的 因子 の影 響(活 動 性 肺 結核 症 患 者 と健 康 人 と
の比 較),全 国 乳 酸 菌 班 究 会 亠446-451. 
15)lto,M.,Kumagai,T.,Yamazaki,Y.,Sekigima,K., 
Sakakibara,K.,Matsumoto,Y.>Hijikigawa,F.,Yamada, 
H.(2001).Long-termprognosisofpatientswiththeWest
syndromeinJapan:Medicalaspects,InternationalSvm一 
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nosiumontheWestsyndromeandInfantileenilentic

、e↑1cenhalon2thies.つDo1(yo. 
16)Kumagai,T.,Ito,M.,Yamazaki,Y.,Sekkijima,K.,
 
Sakakibara,K.,YMatsumoto,Y.,Hijikigawa,
 
F.,Yamada,H(2001).Long-termprognosisofpatients

withtheWestsyndromeinJapan:Socialaspects.血
na血aL-LΩIL1血 鑑y匝 一and
Infanta刊eepilenticEncenhalonathies.Tokyo. 
17)Sakakibara,K.,Ito,M.,Yamazaki,Y.,Kumagai,T.,
 
Seickijima,K.,Matsumoto,Y.,Hijildgawa,F.,Yamada,H.
 
(2001).Availabilityandaccessibilityofearlyinterven-
tionsfortheWestsyndromeover30yearsinJapan.
 
InternationalSVffiDOSI--montheWestsyndromeand

InfantileenilenticenceohalOnathiPs.Tokyo。
18)小 林京子,伊 藤美樹子,三 上洋(2001).介 護保険下の訪問看
護サービス利用にプライバシーに対する意識が与える影響
第43回 円木老年医学全.大 阪.
19)有馬志津子,伊 藤美樹子,三 上洋,友 田桐子,吉 田あゆみ
(2001).育 児状況を評価するための 「親性」尺度の検討と育
児における母親 と父親の関わりの関連.円 太伽域看講単令.
広島.
20)山 崎喜比古,木 村知香子,石 川ひろの,萬 代優子,遠 藤雄
一郎,片 山千栄,吉 井清子,伊 藤美樹子(2001).ス トレス対
'処能力SOCに 関する実証研究の到達と課題
.且 杢健康教
査堂会・神戸.
21)林 知里,伊藤美樹子(2001).障 害児の親の会に参加する障害
をもっ親のエンパワメント・プロセス.R太 値臙教育単会.
神戸.
22)吉 田あゆみ,奥 町冨久丸,友 田桐子,志 村雅彦,伊 藤美樹
子,有 馬志津第 梶村友焦 大村佳代(2001).大 正区子育て
実態調査 第1報 一子育て仲間の交流の実態とその評伍 且
太公衆鵆牛学合,高 松.
23)梶 村友佳,大 村佳代,伊 藤美樹子,有 馬志津子,吉 田あゆ
み,奥 町冨久丸,友 田桐子,志 村雅彦(2001).大 正区子育て
実態調査 第2報 一父親の育児協力の評価.R広 公衆鵆崖学
会.高 松.
24)大 村佳代,梶 対友佳,有 馬志津子,伊 藤美樹子,吉 田あゆ
み,奥 町冨久丸,友 田桐子,志 村雅彦(2001).大 正区子育て
実態調査 第3報 一理想の養育観と養育状況の評価,且 杢公
塞衛生堂会,高 松
25)小 林京子,伊 藤美樹子,三 上洋(2001).介 護保険制度下での
在宅サービスの利用関連する介護者要因の検討.且 杢公衆
毎生堂会.高 松 
26)Masuo,K.,Kawaguchi,H.,Mikami,H.,Ogihara,T.,
 
Tuck,ML.(2001):Themechanismsinobesity-related
 
hypertension.TheAmericanCollegeofC2rdiologv50th
 
annualScientificSession.Orlando,FL.March18-21.
 
27)Masuo,K.,Kawaguchi,H.,Mikami,H.,Ogihara,T.,

Tuck,ML.(2001):AnACEinhibitorhas _betterprotective
 
effectsonatherosclerosisandcoagulationthananARB.
一
tificSession.Orlando,FL,March18-21.
 
28)Masuo,K.,Mikami,H.>Ogihara,T.,Tuck,ML.(2001):
 
Mechanismsinweightlossprogram,butnotsignificant

we{ght-10ss,-inducedbloodpressurereduction.エheA鈕 
16thScientificMeeting2001,SanF7ancisco,CA,May15-
19.
 
29)Masuo,K.,Mikami,H.,Ogihara,T.,Tuck,ML.(2001):Which
 
ismoreeffectiveonweightloss-inducedbloodpressure

reduction,alowcaloricdietoranaerobicexercise?工he
 
ASH16thScientificMeetine200],SanFrancisco,CA,May
 
15-19.
 
30)Masuo,K.,Mikami,H.,Ogihara,T.,Tuck,ML.(2001).Sym-
patheticoveractivityinobesityandobesity-relatedhy-
pertension.Eleyen一

Mi㎞,工taly,June15-18.
 
31)Masuo,K.,Mikami,H.,Ogihara,T.,Tuck,ML.(2001).A 
positivefamilyhistoryofhypertensionandapositivefamiry 
historyofobesitycontributetosympatheticoveractivity 
andbloodpressureelevation. 
onHwertPnsion.Milan,Italy,June15-18. 
32)Masuo,K.,Mikami,H.,Ogihara,T.,Tuck,ML.(2001).Sym-
patheticnervoussysteminobesity-relatedhypertension
(Symposium).工he-= 
e-.Christchurch,New 
Zealand,August24-25. 
33)Masuo,K.,Mikami,H.,Ogihara,T.,Tuck,ML.(2001).Differ-
entmechanisminweightloss-inducedBPreductionbe-
tweenalowcaloricdietandanaerobicexerciseprogram. 
Councilfc)rHighBloodPressureResearch.Chicago,USA, 
September22-24.
34)Masuo,K.,Mika皿i,H.,Ogihara,T.,Tuck,ML.(2001).Di卜 
ferentmechanismsinweightloss-inducedbloodpressure

reductioninthethreedifferentseverityofobesity.工be

2瓜Un-.Ber一
 
lin,Germany,October25-27.

35)舛 尾 和 子,三 上 洋,荻 原 俊 男(2001).減 量 に よる 降 圧機 序 は肥
満 度 に よ り異 な る。X24同 一.,高 曲圧 単 套 総 会 、大 阪,10
月25B-27日.
3・研究助成
1)早川和生(代表)(2001).乳 幼児期におけるTwin-Taユk(宇 宙
語)現 象の発生予防とファミリーケアの研究.坐 成」虚鹽 塋
班究費鋤 金,萌 芽的研究.
2)早川和生(代表):(2001).双	子老人2500組 の比較からみた老化
及び寿命に関与する生活習慣 ・環境要因の研究.堊 成1懺
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学研究曹繍助舍,基 盤研究B.,
3>土肥義胤(2001).抗 結核キラーTリ ンパ球とリコンビナン ト
BCG-DNAワ クチンの開発による新しい予防診断治療法.堊 成
1a生 度厘生鑽 費捕助金.(新 興 再興感染症事業)
4)土肥義胤(2001).単 球内BCG菌 増殖を抑制するメカニズムの
追求.堊 成 遷 年度賜管微牛物研究套.
5)三上洋(分担研究者)(2001).大	学におけるたばこ対策 の実施と
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2)藤原優子,江 川隆子(2001).外来における看護職者のフットケ
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4)青木越子,森 田輝代,藤 本春美(2001).看 護婦 ・医師 ・栄養± ・
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ナースでできる対策.° ° ・ 一こ'且 且劃 こ 
24.
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9)三村美智子,秋	吉愛子,有 馬美緒子,水 谷綾子,梅 下幸司,中
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15)後藤美紀,高 野義子,山 田英理,京 力深穂(2001).重 症救急患
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筍検討.笙3.回 旧L杢救急看護堂会&
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向性一社会的認知理論を用いた検討一(小児科).
4)秦 節子,本 地川美枝子,森 脇千賀子(2001.8).当 病棟におけ
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5)坂	田真紀,小 林薫,鍋 方美枝子,梅 田瑞恵(2001.9).看 護婦
による中心静脈カテーテル管理の実態調査(脳 神経外科).
6)吉本奈津子,石	橋利枝,大 藪友美,中 橋綾子(2000.10).乳 房
切除患者の夫に対する退院指導後の意識変化(乳腺 ・内分泌外
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患者に対 して音が及ぼす精神的影響について(手術部).

10)嶋 谷河愛,島 田里香,前 川(2001.12).救 命救急センターにお

ける自己抜去事故の実態調査一事故報告書の分析より一(救命救

急センター).

11)永	松彩子,坂 根由香里,西 村さやか(2000.12).尺 度を用い

た数値化による疼痛の客観的評価 を試みて(麻酔科 ・放射線

科 ・RI・ 総合診療部).

12)長 田麻理子,大 原美沙,鎌 谷明美(2001.3).段 階別配薬方法

を用いることによる慢性疾患患者 の知識 ・服薬管理の変化(老

年 ・高血圧 ・呼吸器内科).
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、14)吉田幸恵,杉 本方代(2001.2).膵 頭十二指腸切除術後患者の生
活実態調査(消化器外科)..
15)山 見和美,橋 村知子,金 京子(2000.6)硝 子体手術を受けた患
者に対する音楽のリラクゼーション効果の検討(眼科).
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を受ける患者の口腔ケアについて一有効なブラッシングに着目
して一(血液腫瘍内科).
20)田 中理絵,乗 京亜依,平 田真弓,関 本真由子(2001.2).血 液
造影検査後の長時間安静臥床による疼痛の緩和一看護婦が被
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6)嶋 谷可愛(2001).救 命救急センターにおける自己抜去事故の
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14)竪 山裕子(2001).生 体肝移植を受ける患者の不安に対する
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17)西 田悦子(2001).舌 苔除去による口腔内細菌数の減少への
効果(消 化器外科).
18)前 川晶子(2001).術 後AVイ ンパルス装着患者のイヤープ
ラグ使用による睡眠障害の軽減効果 に関する検討(産 婦人
科).
19)玉 島久子(2001).個 室隔離中の骨髄移植患者のリハビリ
テーションー体調に合わせたリハビリテーション介入の検討
(特殊診断治療部).'
20)許 田志津子(2001).手 術を受ける癌患者の術前 ・術後 ・退
院後の自己効力感と不安との関連(共通外科).
21)荒 木啓子(2001).高 齢者の術後せん妄の予防に対する術
前の関わり方一全身麻酔下で手術を受ける75歳 以上の高
齢手術患者一(共通外科).
22)桐 原亜由子(2001).胃 切除を受けた患者の食事摂取に関

する患者教育の評価(共通外科).

23)大 原美沙,鎌 谷明美(2001)段 階別配薬方法を用いること
による慢性疾患患者の知識覧服薬管理の変化(老年・高血圧・
呼吸器内科).
24)吉 本奈津子(2001).乳 房切除患者の夫に対する退院指導後
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25)平 麻依子(2001).サ マリ藁に看護介入と退院の問題点が記
載できているか見直す(泌尿器).
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